お父さんお母さん、どうぞ本音で話してください。

ずっと我慢してきた心の声をお聞かせください。

NPO法人「ぬくもり」は、豊かな自然が残る河内長野市・石仏にあります。

周辺は田畑に囲まれ、春には桜が、秋にはコスモスが咲きほこり、

利用者の方々や働く私たちを癒してくれるのどかな風景が広がっています。

私が「ぬくもり」を開設したのは2006年８月のこと。
これまでたくさんの利用者の方々や、恩師、協力してくだる方との出会いを通じ、
改めて「ぬくもり」がどうあるべきか、福祉とは何か？
本当に喜ばれる活動とは何か？を見直す岐路に立っています。

そして、目指すべき２つのテーマにたどり着きました。
・障がい者と健常者が分け隔てなく、お互いを認め合える成熟した社会を目指す
・「ぬくもり」が、利用者とそのご家族にとって、本当の気持ちを出せる場所であること

前者は社会全体の大きなテーマでもありますね。
後者は「ぬくもり」の全スタッフが、いますぐ取りかかるべき課題として

向きあっていくべき深刻なテーマだと痛感しています。

そのことを確信したのは、2カ月前から「ぬくもり」を利用してくれている、

一人のお母さんの声なき声がきっかけでした。

････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・
「ぬくもり」の利用者に、太郎君（仮名）という中学生の男の子がいました。

彼は生まれつき重複障がいをもっており、寝たきりの状態です。

ある日のおむつ交換時、私がほんの一瞬、目を離した隙のこと・・・
（ズドン！）

鈍い音がしました。

太郎君が不意に寝返りを打ち、ベッドから落ちてしまったのです。
「太郎君、大丈夫か！」

すぐに全身をチェックし、ケガがないことを確認。
太郎君をベッドに戻して安堵すると同時に、基本的なミスを起こした自分に反省しきりでした。

その後、私は太郎君のお母さんに電話をかけ起きたことを報告し、お詫びしました。
ケガはなかったとはいえ、責められて当然のこと。
「ぬくもり」の信用問題にも関わりかねないと恐縮しながらも、正直に話しました。

「あら、そうですか。ケガがないなら大丈夫と思いますよ～」
電話口のお母さんの声は明るく、

こちらが拍子抜けするほどでしたが、私は続けました。
「打撲は翌日に痛みだすこともありますから。念のため、病院に連れて行きましょうか？

遠慮なく言ってくださいね」

「いえいえ、別にそんな」
「では、ご自宅に送迎するまでに報告書を作ってお持ちしますね」

「報告書なんて。大丈夫ですよ～」

お母さんは怒るどころか一言の文句も言わず、和やかに電話を切りました。

（気持ちを飲み込んでいるんじゃないだろうか――）
そんな違和感が残ったまま、太郎君を自宅まで送り届ける時間がきました。
玄関先に出てきてくれたお母さんには、その場で太郎君の身体をチェックしてもらい、

ケガが無いことを確認してもらいました。
私が改めて謝罪すると、お母さんもまた「いえいえ、大丈夫です」と繰り返し、
笑顔すら見せてくれたのです。
これで失礼すれば、丸く収まったのでしょう。

しかし、私の中の違和感はこの時にはっきりとした疑問に変わり、

ついには黙っていられませんでした。

「お母さん、それは本音ですか？」

「・・・え？」

「今回のことはもちろん、『ぬくもり』を利用していただいてから2カ月近くのあいだ、
何か思うことや気づいた点があったら、教えてください。

この業界は利用者さんからの要望やクレームが現場に届きにくくて、

それが職員の怠慢や、業界全体の質の低下につながっているんです。
お母さん方の多くが、気づいたことがあっても我慢しているんじゃないでしょうか？

でもそのままじゃ、職員は向上しません！結局は利用者さんのためにならないんです！」

お母さんの本当の思いを知りたいあまり、

自然と語気が強くなっていたかもしれません。
お母さんは少しの間だまっていました。

「・・・・・・・・・」

そして、ゆっくりと、表情を歪め、
目からは涙がぽろぽろと流れ落ちたのでした。

太郎君の家は母子家庭です。

お母さんが一家の大黒柱として働くためには、

太郎君を事業所に預けなければいけません。
その事業所に要望や不満を伝えたら、息子を大事にしてもらえないかもしれない。

利用自体を断られるかもしれない。
重度の重複障がいの男児を受け入れてくれる新しい施設なんてすぐには見つからない。
「預かってもらえるだけでいい」と、“いいお母さん”を演じながら、

ずっと本音を押し殺してきたというのです。
そのぶん、悔しい思いも味わってこられたそうです。

ある事業所では、太郎君が身体を汚したまま
自宅に戻ってくることが日を追うごとに増えてきたこと。

数年間ものあいだ、今日のような事故の報告が一度もなかったこと。

“何かあったとしても隠されているのかもしれない？”と不信感があったけれど、

言い出せなかったこと――。

「ありがとう、今までは本音が言えませんでした・・・・」

私はお母さんの苦しい気持ちをしっかりと受け止めながら、
気を引き締めなおし、日常の業務に励んでいました。
そんなある日、お母さんから手紙が届いたのです。

鬼頭さんに「クレームでもなんでもいいから本音を聞かてほしい」と言われ、

今までの私の考え方は間違っていたんだと気づきました。

これまでは、子どもがお世話になっているということに、どこか引け目を感じていたのです。
事業所に要望を出したり、理解を求めたら、太郎の居場所が無くなってしまいそうで、

私さえ我慢すればいいんだと考えていました。

でも、「お願いしても改善してくれない、迷惑に思われる」という私の勝手な思い込みが、

結局は太郎本人を苦しめていたのかもしれません。
いま、「ぬくもり」さんに不満点や要望はありませんが、
何か気づいた時には太郎の立場を最優先し、言わせていただきたいと思います。

このことを、どうしても鬼頭さんにお伝えしたくて筆を取りました。

今後とも、末永くよろしくお願いいたします。

太郎　母

お母さん方が求めているのは、事業所側の正直さや誠実さ。

でも気を遣って本音を言えず、我慢を重ねている方はたくさんいる。

無理に笑顔を作るお母さんたちが、まだまだたくさんいるはず。

私は頭を打たれた思いでした。
事業所はもっと利用者さんの家族の思いを理解しなければならないと、確信したのです。

･････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・
2000年に介護保険制度が改正されたことで、

多くの一般企業が高齢者・障がい者支援サービス事業に参入するようになりました。
とはいえ、国家予算の縮小から事業所の数は年々減り、人材も不足しています。
利用者さんは、「自由に選べない」という状況にあるため、

不安や不満があったとしても、太郎君のお母さんのように
「ほかに行くところがないから仕方ない」と諦めている方が多いのではないでしょうか。
このような現状を少しでも改善するために、
「ぬくもり」では、「understand（理解）」という言葉を掲げ、職員一同勉強を続けています。

文字通り、利用者さんとその家族の思いを第一に考え、汲み取りたいという考え方です。
みなさんが「なぜ、どんな思いで苦しんでいるのか？」「なにを諦めてきたのか？」
「これからどうしていきたいのか？」など深く洞察し、多面的に理解するための指針としました。

「understand」とは、「下に立つ」とも書きますよね。
私たちは、利用者さんと「同じ目線」という耳障りのいい言葉ではなく、

利用者さんを「下から見上げる」ように、言葉の裏にある思いを感じ取りたいという思いです。

そして、太郎君のお母さんのように、自分を責めたり、事業所に対して立場の弱さを感じてしまうという方の気持ちを少しでも楽にすることができたら、こんなにうれしいことはありません。

お母さん、お父さん、どうかいまの福祉業界に足りていない「声」をお聞かせください。
それこそが、いまの福祉業界全体に足りないものであり、

みなさまに笑顔をもたらす一助となるはずです。
NPO法人ぬくもり

理事長　鬼頭大助
プロフィール●鬼頭大助
（河内長野市出身、1972年７月１４日生まれ、B型）
近畿大学商経学部卒業。食品販売会社の販売・営業職を経て、1999年頃から友人の誘いで、障がい者の旅行介助ボランティアを始める。2001年には旅行介助を専門に行う「旅のボランティアグループ　ぬくもり」を立ち上げ、2002年からは知的障がい者の日常的な外出支援活動もスタート。そのかたわら、850名が入所する大規模な知的障がい者入所施設に4年間勤務し、障がい者介助の専門性、福祉感を身につける。信念の一つに、糸賀一雄氏が提唱する「この子らを世の光に」がある。一女、一男の父。

→さらに詳しい鬼頭大助のこれまでの歩みはこちら
